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1. 合理的配慮の考え方

① 障害者差別解消法

② 合理的配慮とは

③ 発達障害のある学生に対する合理的配慮
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障害者差別解消法

不当な差別的取扱いの禁止
– 障害者に対して、正当な理由なく、障害を理由に財・サー

ビスや各種機械の提供を拒否・制限してはならない

– 例） 障害を理由とした、入学や受講の拒否

合理的配慮の提供
– 社会的障壁の除去の実施について、必要かつ合理的な

配慮をするよう努めなければならない。

• 教科書・教材へのアクセシビリティ（点字・拡大・電子テキストファ
イル・字幕のない映像教材への字幕追加等）

• 音声言語へのアクセシビリティ（手話通訳・文字通訳等）

• 建物へのアクセシビリティ（教室、実験室等へのアクセス保障と設
備の利用へのアクセス保障等）

• 試験の配慮（別室受験・時間延長・キーボード入力の許可等）
3



合理的配慮とは

障害のある人が平等な社会参加の機会を得るた
めの法的権利保障

平等な参加と競争になるように勝負の土俵を整
える(level the playing field）

他の者と同じスタートラインに立つための環境調整

特性に応じた合理的配慮を適切に行う

単なる「ひとりだけ特別は認めない」は、差別となる

適切な支援は相互交流（対話）の中で創り上げられる
もの
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合理的配慮に関する考え方

5

① 合理的配慮は，障害者が受ける制限は障害のみに起因するものでは
なく，社会における様々な障壁と相対することによって生ずるものとする
「社会モデル」の考え方を踏まえたものであり・・・（以下、略）

② 合理的配慮を決定するに当たっては、障害学生を含む関係者間にお
いて、可能な限り建設的対話による「合意形成・共通理解」を図った上
で、提供することが望まれる。その際、障害学生支援部署及び各部署
の担当者が障害者本人のニーズをヒアリングし、意思表明のプロセス
を支援することが重要である。

③ 配慮内容について過重な負担と判断された場合は、障害者の意思表明
に沿った代替となる配慮について、再度、建設的対話を行うものとす
る。

○ 学生と職員（支援者）、双方の建設的対話による合意形成の重要性を強調
○ 職員の独断による合理的配慮の不提供の回避
○ 学生からの一方的な支援要請の回避 紛争防止



修学支援における目標
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そのためには、まず・・・

表面に現れにくい“つまずきの背景と障害特性との関連性”
を、学生との対話や支援者間で共有した情報をもとに読み
解いていく必要がある。

 学生の意思が尊重され、本人にとって最善の利
益につながる自己決定がなされるような合理的
配慮の在り方を探る。

 学生が、学ぶ意欲を損うことなく修学できるよう
つまずきの解消を目指す。



「発達障害」

限局性学習症/限局性学習障害：

(Specific Learning Disorder)

学習能力の凸凹

注意欠如・多動症/注意欠如・多動性障害：

(Attention-Deficit/Hyperactivity Disorder)

集中力や行動上の特性

自閉症スペクトラム症/自閉症スペクトラム障害：
（Autism Spectrum Disorder :ASD）

コミュニケーションの質的違い

発達性強調運動症/発達性協調運動障害：

（Developmental Coordination Disorder :DCD)

粗大運動・微細運動の困難さ

7



平成27年度（2015年度）
大学、短期大学及び高等専門学校における障害のある学生の就学支援に関する実態調査結果報告書
独立行政法人日本学生支援機構 学生生活部 障害学生支援課



大学における
合理的配慮提供までの合意形成プロセス

①
• 配慮要請：本人、家族

②
• 理由となる障害：①特性、②特性による困りごと

③

• 配慮内容の検討：
①本人が工夫する点を探る
②合理的配慮に関する検討を行う
（教育目標との整合性＋授業の工夫＋実行可能性）

④
• 合理的配慮に関する合意形成：建設的対話による共通認識に基づく

⑤

• 配慮提供

• 代替案の検討：本人の要請が実行しにくい場合

• 支援内容の検証
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学生が困っていることを聴
き、困りごとの解決に向けた
話し合いを行い、学生の意
思を確認する

学生と教職員をつな
ぎ、双方が納得する合
理的配慮を探る

配慮の結果どのような
効果が得られたか？

③暫定的な配慮に関する評価

学生・支援者（教職員）双方に
とってよりよい変化をもたらす

配慮とは何か？

②コーディネーション①修学状況のアセスメント

④合理的配慮の決定

「合理的配慮の決定」における建設的対話
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① 配慮要請

学生本人からの明確な支援依頼があるわけではなく、困って
いる様子を見て、教職員が家族に連絡し、家族から支援室に
支援要請がある。本人はどのような配慮が必要かわからない
状態。

② 理由となる障害（特性）

 言葉の意味に厳密で講義内容で気になる点があると、そ
こにこだわり、考え続けてしまう。

 困ったときに、助けを求めることが難しい。

自閉症スペクトラム障害の特性がある学生が、一般入試で合
格。高校ではマンツーマンに近い指導を受けていた。入学後支
援を希望せず自力で頑張ったが、必修科目の単位を落とし途方
に暮れている様子を見て、授業担当者から家族に連絡。家族か
ら支援室に相談があったケース

11



③ 配慮内容の検討・④合理的配慮に関する合意形成

 授業に関する本人の困り感と理解度を確認し、障害特性と照らし
合わせ、本人が工夫する点を検討する。
a. 気になった言葉をメモし、後で調べる。

 どのような配慮が必要かを話し合い、工夫してもうまくいかない授
業科目に関して配慮を要請。
a. 教職員、支援者で支援会議を行い、本人の障害特性を踏まえた有

効な配慮についての根拠を示し、ICレコーダーの使用を検討する。
b. ＩＣレコーダーの使用が有効ではないかとの見立てで、試行的に行っ

た結果、効果が認められる。
c. 本人から配慮の要請の意思表明がある。
d. 教授会又は学科会議で審議し、ＩＣレコーダーの使用を許可する。

⑤ 配慮提供又は代替案の再検討・支援内容の検証
e. 支援者は、本人がＩＣレコーダーを忘れないように、また、復習する

ための時間を確保するようスケジュール調整を支援する。
f. 支援者は、配慮内容が本人の学びを保障するものであるかを確認

する。
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◆合理的配慮の提供
①繰り返し練習し、複数回、

試験を受ける
◆教員が本人の特性を理解し、

指導のコツをつかむ

○優先順位をつけられない
○スケジュール管理が難しい
○集中が逸れやすい
○教員の顔が覚えられない

◆支援室での定期面談
＝スケジュール管理、学習の計画

◆合理的配慮の提供
①配布物への日付と教員名の明記
②ＩＣレコーダーでの講義内容の
録音

 職業についての見通しが
もてない

 自分の適性がわからない

○未来を予想することが
難しい

○未体験のことに対して
意欲を持ちにくい

○情報のキャッチや整理が
難しい

◆アルバイトの体験
・実習場面の雰囲気に慣れる
・基礎的技術の体験
・職業人としての先輩を観察

 実務実習の事前練習で
失敗

○はじめて取り組むことは、
習得に時間がかかる

 実験レポートが提出できな
い

 配布物の整理ができない
 講義内容の聞き漏らしが

ある

学生の困りごと 困りごとの要因 効果的だった配慮

 勉強してもテストの点数が
悪く、単位が取得できない

○授業のポイントがつかめな
い

○勉強の仕方がわからない
○カタカナを覚えるのが苦手

◆先輩から勉強のコツを学ぶ
・ポイントの整理
・期末テスト対策

◆自分に合った記憶法を見つける
カタカナ→英語表記を併用

◆担当教員への質問
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平成27年度（2015年度）
大学、短期大学及び高等専門学校における障害のある学生の就学支援に関する実態調査結果報告書
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2. 発達障害学生支援の実際

① 支援体制

② 支援事例

③ 就職活動支援
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このイメージは、現在表示できません。

① 富山大学における障害学生支援体制

【学生支援センター会議】
・学生支援センター長
・各キャンパス学生支援課長
・各学部の委員（教員）
・保健管理センター長
・支援室長
・学生支援センター専任教員

【支援室ミーティング】
・学生支援センター長
・学生支援課長・課長補佐
・教員（各キャンパス）
・支援室長
・支援室スタッフ

（専任教員、ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ）

身体障害学生支援部門

トータルコミュニケーション支援部門
⇒発達障害大学生支援

教育・学生支援機構

学生支援センター

室長1名（兼任）
専任教員1名
コーディネーター3名
事務補佐員2名
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教育・学生支援機構 学生支援センター
アクセシビリティ・コミュニケーション支援室

学部教員・職員
教養教育担当教員・職員
実習担当教員

【学内】
キャリアサポートセンター
【学外】
地域就労支援機関
公共職業安定所
就労移行支援事業所
地域障害者職業センター

【学内】
保健管理センター
【学外】
地域医療機関

17

－就職活動スケジュール管理
－自己PR・志望動機等作成サポート
－面接に関する事前・事後サポート

－履修・スケジュール管理
－受講時の合理的配慮に関する調整
－レポート・卒論サポート
－実習サポート

修学サポート キャリア・サポート

サポート・チーム全体のマネジメント

カウンセリング
体調管理
服薬指導

メンタルサポート

－体調を考慮しながらの修学支援



支援障害学生数の推移および来室経路

18

5 6
6

11 8
33 34

46 51
59

0 0

9
5 3

H24.5 H25.5 H26.5 H27.5 H28.5

本学の支援障害学生数

身体障害 発達障害 その他（精神）

来室経路（H25.4~H28.5）

教職員

23%

学内支援部

署

31%
就職・ｷｬﾘｱ

支援

8%

受験措置、

健康調査

15%

自主来室

14%

保護者

9%

その他

2%

① 入学前に診断されている場合のきっかけ
• オープンキャンパス、チャレンジカレッジ、高校教員との入試懇談会にて情報提供される
• 入試特別措置申請で受験し、合格後に支援依頼を受ける
• 健康調査票（入学時提出）に支援要請が明記されている

② 入学後に支援につながる場合のきっかけ
• 教職員より：トラブル、単位不足、実験・実習困難、就職活動困難で相談
• 学内支援部署より：保健管理センターからの紹介・キャリアサポートセンターからの紹介
• 保護者より：留年をきっかけに相談。休学中からの復帰相談。



② 支援事例 事例Ａ

高校時、病院を受診→自閉症スペクトラムの診断

受験→入試の特別措置申請なし、合格

入学書類→健康調査票に支援要請の記入があり、面談を行う

初回面談→（本人・保護者・支援室員）を実施：入学前3月末

 高校時代の情報

 保護者からの情報

 面談で明らかになった特性
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保護者面談

学部との連携のタイミング

1年次
2年次
以降

入学直後の
情報共有

4月 5月 9月

配慮文書の
打ち合わせ

前期振り返りと
後期について

の方針

後期振り返りと
来年度について

の方針

2月

2年次前期につ

いて、配慮願い
文書の更新

4月

学
部

保
護
者

3月

入学前の相談
（初回面談）

※基本は1ヶ月に1回のペース



事例Ａのまとめ

１．学生の学びが保障される環境づくり

① 困難さ：授業（社会）での不適切な態度

→直接否定的な言葉を投げかけず、淡々と正しい情報を伝える

→より良い態度のモデルを示す

② 強み：自分の興味関心への強い探究心

→高い意欲として評価する

③ 修学ペースに合わせた履修

→長期履修制度の適用も視野に

２．合理的配慮の提供
① 支援事例を共有した結果、本人の困り感に対応した合理的配慮の提供

が行われた

② 学年が進むにつれて、新たな困り感が生まれてくる可能性があるが、こ
れまでの連携を維持し、本人にとって最善の利益につながるような支援
を行っていきたい



学生Ｂ（ＬＤ）：
入学前に配慮要請があった学生への配慮提供プロセス

入学直前支
援会議

配慮内容
の検討

配慮文書
による

情報共有

支
援
室

対
応
の
流
れ

学
科

本
人
・

家
族

学
務
課

（
教
養
）

入学前
相談

実態の説明・
配慮要請（根
拠資料持参）

・教員が相談
の窓口となる

・支援室に支
援依頼

根拠資料をも
とにＢさんの障
害特性を解説

根拠資料をもとに

困難さについて説
明、質問に応える

・高校までの支援
について質問

・大学の学び方に
ついて説明

・配慮内容に関す
る合意形成
・支援契約

（定期面談，学部
との連携，情報共
有の範囲等）

配慮
実施

障害特性に対
する必要な配
慮を伝える

配慮文書
の確認

・英語

（事前に音源配
布等）

・試験・課題で
の表記に関す
る配慮

・第二外国語
への配慮

【授業に関す
る検討内容】

・語学科目

・試験や課題
の時間延長等 本人の意思を

確認し、配慮
文書を作成

・配慮文書を
もとに学科教
員・授業担当
教員と情報共
有

同学科学生へ
の周知→本人

から開示

定期面談にて、
配慮内容の検

証を行う

修学状況を随
時支援者に報
告，検証する
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学生Ｃに対する支援
教員から保健管理センターを紹介され、支援室につながったケース

◆支援室でのサポート

• 週1回のペースで面談を継続。修学および生活上の行き詰まりが

ないかを確認。必要に応じて学部教職員に理解と配慮（板書の写
真撮影、課題提出期限の延長など）を求める。
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＜役割分担＞

 併存症への対処・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・医療機関
 自己否定感やプレッシャーの緩和・・・・・・・・・・・・・・保護者
 学業面の配慮・・・・・・・・・・・・・・・授業担当教員、指導教員
 就職活動支援・・・・・・・・・・・・・・・・・支援室、就労支援機関
 継続的な包括的支援と自己理解促進・・・・・・・・・・・支援室



学生Ｄ（ＡＳＤ）：
書字への困難さに対する配慮提供

ニーズ把握
支援開始

配慮検討
配慮実施
・振り返り

支
援
室

対
応
の
流
れ

学
科

本
人
・

家
族

入学当初

新入生ｵﾘｴﾝ
ﾃｰｼｮﾝでの様
子から「気に
なる学生」と
して認識

・支援室でも
入学時に把
握

・学科と紹介
してもらうタイ
ミングを検討

・（本人）支援を希望

・（家族）成育歴等の共
有、支援方針合意

・1年前期の試験解答

の文字に教員が困惑
し、Ｄと支援室に来室

・書字の苦手さに関す
る問題意識を共有

配慮
追加

（次年度）

配慮を希望す
る科目の決定
配慮に合意

・配慮文確認

・配慮の効果
を考える

・次期から罫
線入りの解
答用紙を利
用許可

・書字の遅さ
と字の乱れに
試験時間延長
の配慮を検討
・試験的に1.3
倍の延長提案

・配慮の効果
について聞き
取り

・文字の乱れ
に対する配慮
の検討

・試験時間延
長の効果を検
証

・次回の試験
以降の配慮の
検討

・学科会議で
配慮内容を検
討し、合意に
至る

・試験の別室
受験を検討

・罫線ありの
解答用紙で
効果を検証

・障害に関する情報を
整理

・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝに関わる
支援に加え、書字の
苦手さについて本人と
教員に調査

・配慮に関す
る結果を報告

25



小中高校時代

何をすればよいか
わからないことに出
会うと，パニックに
なった。

好きなことに夢中に
なってしまい、周囲
の状況を認識できな
くなる。

みんなと一緒なこ
とができない自分
はダメな人間だと
思う。

大学時代

（修学）

グループ活動が
苦手で不安にな
り、その場から飛
び出してしまいた
くなる。

データ解析のよう
にはっきりした答
えが見つかるよう
な課題が好き。

ネガティブなことばか
りではなく、自分には
良いところもある。

みんな工夫したり考
えたりしている。私も
いろいろ工夫すれば
いいんだ。

大学時代

（就職活動）

一人でコツコツ取
り組む就職活動
のための勉強は
好き。

採用面接で失敗
し、面接への恐怖
心が大きくなっ
た。就職活動は
続けられない。

人とのコミュニケー
ションが怖くなった。
自分は社会に出ら
れないかもしれな
い。

他の人の行動や考
えていることが気に
なってしまう。

就労移行支援
事業所

自分の強みを活かし
た仕事を探すため、
資格を取得するため
の勉強を始めた。

施設外就労を体験
し、会社からのよい
評価を得て、仕事へ
の自信をつけた。

私は難しいことに挑
戦した方がモチベー
ションを維持できる。

些細な失敗をする自
分が許せない。自分
はだめな人間だ。

人とのコミュニケー
ションは心配だが、
仕事で会社に貢献し
たい。

就 職

自分の得意な能力を
活かした就職ができ
た。

苦手な電話応対の練
習に先輩が付き合っ
てくれ、少し自信がつ
いた。

仕事の疲れをリセット
する時間が必要。

趣味の時間でリフ
レッシュしている。

自分の良さを評価し
てくれた会社に貢献
したい。こんな感じで
働いていけるかなと
思えるようになった。

いろいろな不安材料
はあるが、上司から
のちょっとしたアドバ
イスと励ましがあると
元気になれる。

「ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」の
語
り

「出
来
事
」の
語
り

学生Ｅの語りの変化
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配慮の提供までの共同体験が
学生自身の自己理解につながる

27

①現状の整理

②実行可能なことは何かを探る

③自分の障害特性による困り事を整理する

④配慮要請について検討する

⑤実行する

□自らの行動が現状を変化させることを体験する

□漠然とした不安が解消される

□未来へ意識を向けることができる

□うまくいくための対処法を見つけようとする

□強みを発揮できる環境を作り出そうとする



発達障害学生の支援とは

1. 高等教育機関における障害学生支援
① 大学：障害学生が、学びの場を提供されることなく高等教育の場

から排除されることのない大学組織の構築

② 学生：社会参入に必要な基礎的要素の育成
 修学支援で「肯定的な自己イメージ」と「他者（社会）とのつながり感」を育て、就職活

動の土台となる ①心身の安定性 ②適切な自己理解と自己肯定感 ③就労意欲
の保持 を養う。

2. 学生の学びが保障される環境づくり
① 障害による困難さ（弱み）に対する支援のコツを共有

② 強みを活かすための学習の場づくり

③ 修学ペースに合わせた履修：長期履修制度の適用も視野に

3. 教員による主体的な教育指導・合理的配慮の提供
① 支援事例の共有による教職員の障害学生への理解

② 「教育・研究」と「障害学生支援」



③ 就職活動支援

就職活動で多くの発達障害学生が体験すること

◇他の学生と同じように「シューカツ」を開始・・・

◇失敗体験を重ねる

＜原因＞…就職活動は同時並行的作業が多い

面接で不採用になり大きなダメージを受ける

「障害者雇用枠」の
就職活動に移行

「一般枠」での採用を目指し
て就職活動を継続

 高機能の発達障害学生の障害
者雇用にはまだ問題点が多い

 修学時に問題がなく、診断のな
い多くの学生の多くは一般枠を
目指す 29

発達障害学生の就職率 29％ (JASSO,2014)
発達障害者の1年以内の離職率 37.5％ (山岡,2008)
新規大学卒業就職者の離職率（2010年度卒業者）13.1％（厚生労働省,2014）



発達障害学生の就職活動の難しさ

① 修学と就職活動の両立

② 仕事や職種の具体的なイメージが持ちにくい

③ 自己PRや志望動機を書くことが難しい

④ 面接を突破することが難しい

⑤ 求められる社会人像（能力）と自己像とのギャップ

⑥ 大卒の場合、障害者雇用でも、コミュニケーション
力や意欲は一般雇用同様に期待されることが多
い。

⑦ 企業に発達障害者の雇用経験が少なく、誤解や過
度な不安から、採用に至ることが難しい



発達障害学生への就職支援のポイント

1. 卒論と就活のスケジュール管理

2. 就職活動の全体の流れをナビゲートする。

3. 直面した問題を自己理解につなげる定期面談

4. 強みを生かせる職種の選択

5. 就労支援機関と大学の強みを生かしたコラボ

※就職支援は本人の実行をサポートすることが中心

そのうえで、対話による振り返りをしっかり行うことが大事



富山大学
発達障害学生への就労支援に関する取組の実施状況

1. 就労移行支援事業所での就労体験「チャレンジ・ワーク」
 発達障害学生に対する就労体験の在り方に関する就労移行支援事業所との

共同研究

2. 就職活動支援
 職種選択（整理とマッチング）、企業分析、自己分析、採用書類（エントリーシー

ト、履歴書）作成、面接事前練習・事後振り返り等の具体的な支援

3. 卒後就職活動支援
在学中に就職が決まらない学生の卒後継続支援

 「一般雇用枠」と「障害者雇用枠」の両方を視野においた就職支援

地域就労支援機関と連携

4. フォローアップ支援（定着支援）
 安定的な雇用に関する実態調査のためのフォローアップ支援

 支援室スタッフによる月一回程度の面談

• 「働き続ける」ためのコツや工夫についての確認

• QOLの向上やリフレッシュ方法、心身の健康への意識づけ

 必要に応じ、職場訪問を実施 32



 仕事への向き合い方の変化
 「辞めたい」という気持ちから「続けていきたい」へ

 社会人としての豊かな生活
 余暇の過ごし方・休日のリフレッシュ法・お金の使い方

 キャリアの再考
 仕事に慣れ、今一度、職業について考える時期へ

 自分に合った雇用形態への意識
 一般雇用と障害者雇用等、自分の働き方について考える

 今後の人生設計や自立に向けて
 社会的自立についてイメージし始める

フォローアップ支援から見えた成長

支援者との対話の中で、今の自分を振り返り、働くことや
自立を見つめ直し、「自分にとってキャリアとは何か」に向
き合いはじめる。



① 大学卒業時に大学支援者と地域就労支援機関が協働し支援を展開する
ことで、学生の戸惑いや混乱を最小限にすることができる。複数の当事者
(本人・事業所・大学支援者）による「建設的対話の場」が、スムーズな移行
につながることが実証された。

② 大学で把握した「本人の強み」や「支援スタイル（対話のコツや本人に合っ
た伝え方）」を、就労支援機関担当者と共有し、採用担当者に「できること」
と「配慮のポイント」を伝えてもらうことで、「社会的コミュニケーションの苦
手さへの過剰な不安」を軽減することができた。

③ 大学で把握した配慮のポイントを企業の担当者に伝えていくことは、発達
障害の理解を促進するとともに、企業側の不安の軽減にもつながり、職場
環境の改善に効果があった。

就労支援機関や企業との連携のポイント



発達障害のある大学生に対する就職支援ガイド
就職活動全体の見える化

• 富山大学では独立行政法人日本学生支援機構 の調査研究の一環として
「発達障害のある大学生に対する就職支援ガイド」を作成した。

• 本ガイドは、Q＆A方式を採用して発達障害大学生やその保護者、支援者
が抱く就職活動における疑問点を挙げ、それに応える形で就職活動全体
の見える化を試みた。

• 本ガイドは、支援者にとっては就職活動支援
ガイドとして活用でき、学生にとっては見通しを
持った就職活動を行うことができる就職ガイド
として活用できる。

• 就職支援は大学支援者だけで行うのではなく、
就労支援機関とのコラボレーションも視野に入
れなければならない。学生に関わる支援者が
共通した支援スタイルでサポートすることが、
学生の安心感にもつながると考えている。
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